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【 実践報告 】 

人間福祉学会（島根ブロック大会） 活動報告 

 

広島文教女子大学 人間福祉学会 事務局 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 

 広島文教女子大学人間福祉学会は，教員と卒業

生，在校生が中心となり，卒業後の学びの場や情

報交換の場の提供を目的として，平成14年に創設

されました。 

 島根ブロック大会は2015年度にはじめて開催さ

れ，今年度で 4 回目の開催となりました。これま

では教員が主導する形で大会を準備してきました

が，今年度は，島根県在住の卒業生による企画・

運営となり，1期生から在校生まで幅広い参加者の

もと，これまで以上に充実した大会となりました。 

 本年度は第 1 部に「福祉現場で働き続けて今振

り返って思うこと」というタイトルで，主催者た

っての希望により，蛯江紀雄先生にご講演いただ

きました。 

第2部では，1期生・2期生の企画・運営による

意見交換会を開催しました。続く第 3 部として情

報交換会，第 4 部には大会総会を実施しました。

本稿では，主に第 1 部・第 2 部の概要を報告しま

す。 

 

Ⅱ．活動報告 

 

1．大会の概要 

 

（日 時）平成30年9月15日（土）～16日（日） 

（場 所）サンラポーむらくも 

（参加者）32名（卒業生14名，在校生3名，教員 

     13名，一般2名） 

 

2．第1部 報告 

 

（講演者） 蛯江紀雄先生 

（テーマ）「福祉現場で働き続けて今振り返って思 

     うこと」  

 

 
 

（1）何故福祉の道を選んだのか 

「少しでも，意味ある人生を生きたい」，「意味

の感じられる仕事につきたい」との思いが，蛯江

先生が福祉の仕事を選ばれた根底にあることが伝

わるお話でした。 

蛯江先生が歩んで来られた時代は第二次世界大

戦後，日本が高度経済成長に突入しようとする真

っ只中でした。戦争中，ご自身は疎開の経験もさ

れています。また，日本が敗戦し，生活のあらゆ

る分野で既存の価値観が崩れていく中，ご自身も

経験された貧困の中での生活―その延長上に福祉

の仕事があったとのお話でした。蛯江先生の根底

には，自分が望むような人生を生きるためには，

福祉の世界に身を置かなければならないという思

いと，常にご自身を律していく姿勢を貫こうとさ

れる強い意志があるのだと感じさせられました。 

蛯江先生の人生の転換期には，常に多くの人び
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ととの出逢いや，福祉の世界との繋がりがありま

した。大きく影響を受けた方として，広島女学院

のマクミラン先生がいらっしゃいます。この方と

の出逢いをきっかけに広島県に移り住み，コミュ

ニティセンターのグループワーカーとして職に就

きます。これが本格的に福祉の仕事をはじめるき

っかけです。当時のコミュニティセンターは，学

童保育の黎明期の頃でもあったので，地域の母親

たちと協力し，廃品回収等の活動によって運営資

金を得ていました。また，施設の館長であるトム

ソン氏が，週に 1 回実施してくださったスーパー

ビジョンのような取り組みによって大きく成長し

たとのことです。 

その後，社会福祉をしっかりと学び直したいと

の思いから，大学院へと進学します。そして 1971

年，蛯江先生は30代という年齢ながら，特別養護

老人ホームの園長となります。園長になって最初

に取り組んだことは，社会福祉の理論と技術をふ

まえた，施設の運営方針と処遇方針の整備でした。

「現場人は実践を以って語るべし」との信念のも

と，利用者が抱く処遇や入所への不安を少しでも

取り除いていくことを最優先に行いました。その

結果，チームケアやケース会議，記録の重視…な

ど，さまざまな活動が実践されるようになりまし

た。この地道な実践の積み重ねが，施設における

入所者中心の処遇と運営へと結実していったとの

ことです。 

 

（2）福祉の魅力と大変さ 

まずは「やりがい」が大きい仕事であること，

そして，利害抜きで取り組むことのできる仕事で

あることを挙げられました。蛯江先生が福祉の仕

事を続けることができた理由として，まずご自身

が，自分の人生を十年刻みに計画し，それに沿っ

て進んできたことを挙げられました。次に，尊敬

できる仲間の存在と，彼らとの繋がりによって生

まれたチームの存在です。周りの人びとの支えが

なければ，ここまで歩みを進めることはできなか

ったとのことです。 

現代社会を見渡したとき，特に気になることと

して，（1）帰属（所属）欲求の希薄化，（2）匿名

化社会の進行，（3）コミュニケーション力や人間

関係形成力の低下，（4）福祉サービス消費者教育

や福祉文化普及の必要性，（5）地域におけるネッ

トワークの再構築を挙げられました。 

そして最後に，「地域を耕し，種をまき，裾野を

広げていくこと」の大切さを強調され，講演会は

幕を閉じました。 

蛯江先生は終始，和やかな様子で，ユーモアを

交えてお話しくださいました。そのような中でも，

例えば「あまりにも“人のため”を強調しすぎる

と，“人”の“為”と書いて“偽”（＝偽物）にな

ってしまう怖さがある」など，言葉の端々に，福

祉に厳しい姿勢で向き合う蛯江先生のお人柄を窺

い知ることができました。 

 

 

3．第2部 報告 

第2部は人間福祉学科1期生・2期生の企画・運

営による意見交換会を行いました。まずは年代別

にグルーピングし，次に分野（高齢者・障害者・

児童・地域・医療）別にグルーピングする形での

二部構成でした。 

年代別の意見交換会では，「家庭と仕事の両立を

どうやっているのか」，「仕事の現状や課題，今後

の展望」について話し合いました。仕事を継続し

ていくことで技術も向上し，視野も広がるが，そ

の一方で責任が重いものとなり，また，育児等，

ワーク・ライフ・バランスの問題が深刻なものと

なる…という意見が挙がりました。蛯江先生から
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は，「その時どきで，自分が身を置いている場から

必ず何か得られるものがあるのだ」と前向きに考

えることが大切だとアドバイスをいただきました。

 大学を卒業し，働きはじめたばかりの15期生た

ちは，上司に自分の思いが届かなかったり，また，

経験の浅さから悔しい思いをしたり…といった話

が出されました。これに対して，13 期生が現場に

入ったばかりの時期や 2 年目に迎えた苦しい時期

の経験，そして，それらをどのようにして乗り越

えていったのかについて話していました。比較的

近い年代であるからこそ，自分のこととして共感

し，アドバイスできることが多かったようです。  

それぞれのグループには先生方も参加しており，

立場の違いを明確にしながらも，互いに学びあい，

支えあう様子が見て取れました。 

 

 分野別の意見交換会では，3～4 年目でぶつかる

「壁」について，経験を積んだ卒業生からアドバ

イスする場面が見られました。就職したばかりの

卒業生は，今後の仕事への取り組み方への見通し

を持つことができたようでした。逆に，就職して

間もない卒業生から，新鮮かつ本音を交えた意見

が多く出され，経験を積んだ卒業生が初心に返っ

て自らを見つめ直す機会も多かったようです。同

じ職種ゆえに，より深い理解や共感が生まれる機

会となりました。もちろんそれだけではなく，同

じ職種ゆえに，話し合いの中で自らの「ゆずれな

いもの」へのこだわりを表明するなど，自らへの

気づきもより深いものとなりました。 

 

4．第3部および第4部 報告 

最後の第 4 部では，今回の大会の総括を行いま

した。運営や準備の方法，役割分担など，今後の

人間福祉学会島根ブロック大会をより充実したも

のにしていくための具体的な意見交換が行われま

した。また，広島で開催される大会に向けて，多

くの示唆を得ることができました。 

 

 

 

Ⅲ．さいごに 

 

今年度で 4 回目を数える人間福祉学会島根ブロ

ック大会ではまず，蛯江先生から福祉の原点を学

び直す機会を与えていただきました。お話を聴く

中で，参加者はそれぞれの原点を見つめ直し，今

後福祉の専門職としてどうあるべきなのか，どう

ありたいのかについて改めて考えるきっかけとな

りました。 

第 2 部の意見交換会では，時間や分野を超え，

卒業生のつながりが生まれていく様子がとても印

象的でした。このような場を企画・運営していた

だいた１期生と 2 期生の皆さんには心より感謝い

たします。このつながりを今回だけに終わらせず，
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今後も活かしていくような機会をもっと提供して

いきたいと感じさせられました。これからも卒業

生からのアイデアを積極的に取り入れ，事務局が

バックアップするかたちでさまざまな企画を実現

していきたいと思っています。ご協力のほどよろ

しくお願いします。 


